農林水第１６-１５７号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年　２月２３日
福祉事業所　代表者　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重県農林水産部長　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２９年産ゴマ栽培に向けた説明会の開催について　　　　　　　　　
　早春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は県行政の推進に、ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、三重県では、平成２４年度から県が主体となり、異業種や産官学が連携し新商品・サービスを開発する「みえフードイノベーション」に取り組んでいます。
この取り組みの一つに「県内ゴマ産地の育成（ゴマ産地化プロジェクト）」を位置づけ、県内のゴマ加工企業（九鬼産業株式会社（四日市市））等と連携して、県内でのゴマ栽培の取り組みを推進しており、栽培する事業者を募集しているところです。
つきましては、下記のとおり福祉事業所を対象とした「平成２９年産ゴマ栽培に向けた説明会」を開催しますので、ご参加いただける場合は、３月１４日（火）までに、添付の参加申込書、もしくはメールによりお申し込みください。
記

１　説明会の開催概要

（１）日時：平成２９年３月１６日（木）　１３：３０　～　１５：３０
　（２）場所：三重県合同ビル（津市栄町 1丁目８９１番地）１階　Ｇ１０１会議室
　　　　　　　（場所・駐車場については裏面地図参照）
　（３）内容：①県内での取組と栽培方法等について
　　　　　　　②福祉事業所でのゴマ栽培の現状

　　　　　　　③２８年産での取組事業者の感想、意見交換

　　　　　　　④ゴマ栽培に取り組む福祉事業所への技術支援・栽培条件（売上目標・買取価格等）等について　　　　　　　　　　　　　　など

２　県がゴマ産地化に取り組む背景及び現状
ゴマは、古くから全国各地で栽培されてきましたが、機械化が進まなかったことから、農業の近代化とともに栽培面積は大きく減少し、現在では国内消費量の99.9％を外国から輸入しています。しかし、健康志向の高まりや食品の安全・安心が求められるなか、国産ゴマのニーズは年々増加してきており、ゴマ加工業者からも国産ゴマの生産・供給が求められています。

県内では平成２８年産には６６７a栽培され、うち福祉事業所は７事業所で、１５２ａ栽培されました。
３　説明会申込先
　　ＮＰＯ法人共同受注窓口みえ（津市桜橋２丁目131番地）
　　TEL:059-264-7373　FAX:264-7374　E-mail:madoguchimie@helen.ocn.ne.jp

	事務担当：フードイノベーション課
イノベーション創出支援班 　松井
　　 Tel：059-224-2391(6207)
     Fax：059-224-2521

　　 E-mail:matsum36@pref.mie.jp


ＮＰＯ法人共同受注窓口みえ　　あて
ＦＡＸ：059-264-7374　

Eメール：madoguchimie@helen.ocn.ne.jp
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　　参加希望者は、平成２９年３月１４日（火）までお申込みください。
	会社（事業所）名

及び代表者名
	

	住　　所
	〒　　　　－


	担当者（連絡先）
	役職：　　　　　　　　　　　　　氏名：

連絡先（携帯など）：

メール： 

	説明会の参加者名
	１（役職）　　　　　（氏名）
２（役職）　　　　　（氏名）

	※ゴマ栽培・説明会開催にあたり、何かご要望等がございましたらご記入ください。




合同ビル奥の駐車場は数に限りがございます。「大駐車場」をご利用いただきますようお願いいたします。
連絡先　農林水産部フードイノベーション課　松井　059-224-2391
